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項 目 取 組 状 況 

教 育 ◆令和４年度担当科目 

土質環境工学Ⅰ（3年 Cコース），土筆環境工学Ⅱ（4 年），水・土質環境実験（4年）、技術

英語（5 年），地盤工学（専攻科 2 年），基礎研究（4 年）および卒業研究（5 年）． 

◆担当科目の取組状況（工夫・改善した点） 

土質環境工学Ⅰ，土質環境工学Ⅱおよび地盤工学で使用してきた問題集（基礎からの土質力

学 320 問、理工図書出版）について，次世代アクティブラーニングの自己調整学習法に対応し

た問題集として改訂した．日本技術士会、NPO 法人および民間企業などの支援を受け，技術英

語，土質環境工学Ⅰおよび土質環境工学Ⅱなどで，第一線で活躍している技術者などによる実

践的講義を推進した． 

◆特記すべき教育方法の実践例 

日本では土木建築分野の技術英語（5 年）の適当なテキストが見当たらないため，文法など

は電気情報系の「平野 進著：第 7版 技術英語のすべて，丸善」を参考に，英文素材は古典的

名著である S.Timoshenko and J.N.Goodier : Theory of Elasticity, McGraw-Hill Book 

Company,1951, S.Timoshenko and D.H.Young : Engineering Mechanics, McGRAW-

HiLL Book Company, 1956およびD.W.Taylor : Fundamentals of Soil Mechanics, John 

Wiley and Sons, Inc, 1948 から引用して，土木建築向けのオリジナルのテキストを作成して

使用した． 

研 究 ◆令和２～４年度における研究業績 

■著書 

・常田賢一，澁谷 啓，片岡沙都紀，河井克之，鳥居宜之，新納 格および秦 吉弥：理解を深

める土質力学 320問，理工図書株式会社，令和 3 年 3 月（全改訂）． 

・常田賢一，澁谷 啓，片岡沙都紀，河井克之，鳥居宜之，新納 格および秦 吉弥：基礎から

の土質力学，理工図書株式会社，令和２年３月（全改定）． 

■学術講演会での発表 

・斎藤健太および新納 格：粘土・珪砂混合土の締固め性改善に関する研究，2020 年度土木

学会関西支部年次学術講演会，Ⅲ-13，令和 2年．ほか２件 

◆令和２～４年度における外部資金獲得状況 

・科学研究費補助金（基盤研究 C：代表）：粘土分が多く混じる土の締固め密度を高める方法に

関する研究、令和 2～４年度、ほか２件． 

社会貢献 ◆令和２～４年度における学協会等の委員 

・兵庫県 ひょうごエコタウン推進会議研究会委員、大阪府中小企業団体中央会 ものづくり・

商業・サービス生産性向上促進補助金 審査委員、土木学会関西支部 商議員、EＵ加盟国におけ

る公的教育研究機関の客員教授など． 

◆令和２～４年度における特記すべき社会貢献の内容 

 大阪府、大阪市、兵庫県、京都府、京都市、滋賀県および奈良県などの人事担当者に対して、

人材採用に係る支援などを行った． 

 


